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特集

? 
• 

平成18年の食中毒統計によると、魚介類による食中毒は80件(患者

数772人)発生しています。そのなかには、フグ毒のような自然毒によ

るものもありますが、多くは微生物によるもので、生食(非加熱)によっ

て食中毒が起こっています。

そこで今回は、魚介類で起こりやすい食中毒として、腸炎ビブリオ食

中毒とアレルギ一様食中毒に焦点を当ててお話しします。

藤井建夫
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襲警豊富豊富

揚炎ビブリオ食中毒の大規模集団発生例
(昭和52......，平成19年)

露警護襲撃委務闇襲撃

表 1

お
も
な
症
状
は
下
痢
と
腹
痛
、
植
吐
で
、

U
j
お
℃
台
の
発
熱
が
み
ら
れ
ま
す
。

事
件
数
、
患
者
数
と
も
、
長
い
間
わ

が
国
の
食
中
毒
の
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め

て
き
ま
し
た
(
表
1
)
0

し
か
し
、
平
成
日
年
以
降
は
減
少
を

続
け
て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
の

m年
の

8

m分
の
1
に
減
少
し
た

揚
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒
は
お
も
に
生

の
魚
介
類
で
起
こ
る
感
染
型
食
中
毒
で

す
。
潜
伏
期
間
は
普
通
8
j
M
時
間
、

発生年 発生場所 患者数 原因食品 原因施設

昭和52 北海道 1.604 ホタテ オホーツク海(家庭)

53 千葉県 545 弁当 飲食庖(弁当屋)

54 千葉県 677 ムラサキイカのわさび守口え 給食施設

大阪府 773 弁当 飲食庖(仕出屋)

神戸市 1.114 弁当 飲食店(仕出屋)

55 大阪市 511 弁当 飲食庖(弁当屋)

福岡県 950 貝柱・わた 貝柱集出荷業者

57 福岡県 619 折り詰弁当(パイ貝) 弁当屋

59 岐阜県 3.045 キュウリと竹輪の中華和え 飲食庖(弁当屋)

61 東京都 636 カニ焼飯 飲食庖

神奈川県 1.328 弁当(キュウリの南蛮漬け) 飲食庖(仕出屋)

平成8新潟県 703 茄でベニズワイガニ 販売庖

9 岡山県 527 弁当 飲食庖

10 滋賀県 1.167 不明(給食弁当・給食) 飲食庖

宇都宮市 742 弁当 その他

11 北海道 509 煮カニ(タラバガニ) 製造所

山形県 674 生ずし 製造所

19 宮城県 595 イカの塩辛 製造所

厚生労働省の資料より

3
9
件、

1
万
2
3
1
8
人
か
ら
、
路

年
に
は
九
件
、

1
2
3
6
人
に
ま
で
減

少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
食
中
毒
が
魚
介
類
で
起
こ
る
お

も
な
理
由
は
、
日
本
人
が
魚
の
生
食
を

好
む
こ
と
と
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
が
好
塩

性
で
沿
岸
海
域
や
汽
水
域
に
生
息
し
、

魚
を
汚
染
す
る
た
め
で
す
。
腸
炎
ピ
ブ

リ
オ
は
特
に
夏
季

(
6
j
9
月
)
の
海

に
多
く
生
息
す
る
た
め
、
食
中
毒
の
発

生
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時
期
に
限
ら
れ

ま
す
。

増
殖
が
早
く
食
中
毒
が
起
き
や
す
い

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
は
、
最
適
条
件
下
で

の
世
代
時
間
が
叩
分
以
下
と
き
わ
め
て

短
い
た
め
、
食
中
毒
が
起
き
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
今
、
仮
に
魚

肉
l
g
当
た
り
1
0
0
個
の
腸
炎
ピ
ブ

リ
オ
が
付
着
し
て
い
る
と
す
る
と
、

2

時
間
後
に
は
約
4
万
個
に
達
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
の
食
中
毒
発
症
菌
数

は
1
人
当
た
り
1
0
0
万
個
程
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
魚
肉
を

m
g
7 食と健康 2008.3
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摂
取
し
た
だ
け
で
食
中
毒
に
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
こ
の
状
態
で
は
、
魚
の
鮮
度
が
ま
だ

良
好
な
た
め
に
食
べ
て
し
ま
い
、
発
症

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
図
1
)
。

襲警童書士号畿圏襲警

原
因
食
品
は
多
様

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒
の
原
因
食
品

は
、
わ
が
国
で
は
イ
カ
、
タ
コ
、
ア
ジ

な
ど
近
海
産
魚
介
類
の
刺
し
身
、
す
し
、

た
た
き
な
ど
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
の
ほ
か
に
魚
の
天
ぷ
ら
や
フ

ラ
イ
、
塩
焼
き
な
ど
に
よ
る
も
の
も
み

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
の
魚
介
類
を
扱
っ
た
調
理

器
具
、
食
器
、
手
指
な
ど
を
介
し
て
の

二
次
汚
染
に
よ
る
も
の
も
多
く
、
妙
り

卵
や
卵
焼
き
な
ど
も
原
因
食
品
と
な
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

血
溝
型
は
世
界
共
通

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
流
行
血
清
型
は
時

代
に
よ
っ
て
異
な
り
、

5
1
7
年
ま
で

は
0
4
一K
8
が
主
で
し
た
が
、
最
近

は
0
3
一K
6
に
よ
る
食
中
毒
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
血
清
型
は

1
9
9

6
年
に
イ
ン
ド
で
は
じ
め
て
発
見
さ

れ
、
そ
の
後
東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
な
ど

保存時間(時間)

イ力肉 (37
0

C保存)における
腸炎ビブリオの増殖状況

出典:加藤博、日本細菌学雑誌(1965年)
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図1

に
広
が
り
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
以
降
は
、
従
来
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
食
中
毒
の
少
な
か
っ
た
米
国
で

も
本
血
清
型
株
に
よ
る
患
者
数
2
0
0
j

5
0
0
人
規
模
の
食
中
毒
が
続
発
し
て

お
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

0
3
一K
6
血
清
型
株
は

同
じ
起
源
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
こ

の
よ
う
な
短
期
間
で
の
世
界
的
な
広
が

り
の
原
因
と
し
て
、
船
の
バ
ラ
ス
ト
水

(
船
底
に
積
む
重
し
と
し
て
使
わ
れ
る

水
)
に
よ
る
拡
散
が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
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な
ぜ
塩
辛
で
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
食
中
毒
が
起
き
た
の
か

平
成
四
年
9
月
に
、
宮
城
県
内
で
製

造
さ
れ
た
「
イ
カ
の
塩
辛
」
で
腸
炎
ピ

ブ
リ
オ
食
中
毒
が
発
生
し
、
患
者
は

9

都
県
(
東
京
、
神
奈
川
、
茨
城
、
群
馬
、

岐
阜
、
愛
知
、
宮
城
、
秋
田
、
千
葉
)

に
わ
た
り
、

5
9
5
人
が
発
症
し
ま
し

た
(
叩
月

m日
現
在
)
。

塩
辛
は
魚
介
類
の
筋
肉
、
内
臓
な
ど

に
高
濃
度
の
食
塩
を
加
え
て
腐
敗
を
防
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ぎ
な
が
ら
、
そ
の
聞
に
自
己
消
化
酵
素

の
作
用
に
よ
っ
て
原
料
を
消
化
し
て

て
い
み

(
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
呈
味
成
分
を

増
加
さ
せ
て
)
、
う
ま
味
を
醸
成
さ
せ

る
の
が
本
来
の
つ
く
り
方
で
す
。

塩
辛
は
塩
分
濃
度
が
高
い
(
普
通
は

m
%
以
上
)
の
で
、
昔
は
常
温
保
存
さ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
中
毒

が
起
こ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

低
塩
分
、
だ
と
増
殖
し
や
す
い

特集髄魚介類で起こ~食中毒

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
今
回
の
よ
う
な
食

中
毒
が
発
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
?

実
は
、
最
近
で
は
塩
分
が

4
1
7
%

程
度
の
侭
通
分
の
塩
辛
が
主
流
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
の
食
中
毒
は
こ
の
低
塩
分

の
塩
辛
で
起
き
た
の
で
す
。

低
塩
分
の
塩
辛
で
は
腐
敗
細
菌
の
増

殖
を
抑
え
き
れ
な
い
た
め
、
長
期
間
の

仕
込
み
は
で
き
ず
、
熟
成
(
自
己
消
化
)

に
よ
る
う
ま
味
の
生
成
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
調
味
料
で
味
つ
け
し
て
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
塩
分
が
薄
い
の
で
、
保
存
性

を
維
持
す
る
た
め
に
低
温
貯
蔵
は
必
須

で
す
。
さ
ら
に
、
凶
・
水
分
活
性
の
調

整
、
種
々
の
添
加
物
な
ど
に
よ
っ
て
保

存
性
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
イ
カ
塩
辛
製
品
は
発
酵
食

品
と
い
う
よ
り
、
「
和
え
物
」
に
近
い
と

い
え
ま
す
。

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
は
好
塩
細
菌
で
す

が
、
食
塩

m
%以
上
の
伝
統
塩
辛
で
は

増
殖
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
低
塩
分

の
塩
辛
で
は
、
塩
辛
自
体
の
塩
分
濃
度

が
増
殖
に
好
適
で
す
の
で
、
要
冷
蔵
で

流
通
・
販
売
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
数
時
間
で
も
室
温
放
置
さ
れ
る
と

食
中
毒
発
症
菌
量

(
m
g
食
べ
る
場
合

で
5
m
j
6
m
/
g
)
に
達
し
て
し
ま

い
ま
す
。

製
造
原
理
と
安
全
対
策
の
見
直
し
を

こ
の
事
件
の
原
因
と
し
て
も
っ
と
も

重
要
な
要
因
は
、
お
そ
ら
く
塩
辛
の
低

塩
化
に
伴
う
危
害
に
つ
い
て
の
理
解
・

問
題
意
識
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
』
つ
。

最
近
は
塩
辛
だ
け
で
な
く
、

お
しミ

し

さ
を
重
視
し
て
、
低
塩
化
や
ソ
フ
ト
化

(
多
水
分
化
)
、
加
熱
・
低
減
な
ど
を
し

た
加
工
食
品
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
食
品
で
は
微
生
物
制

御
要
因
が
甘
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
は
、
自
社
の
製
品
の
製

造
原
理
と
安
全
対
策
を
十
分
見
直
し
、

消
費
者
や
小
売
店
な
ど
に
対
し
て
必
要

な
情
報
(
特
に
低
温
保
存
が
必
要
か
ど

う
か
)
を
確
実
に
伝
え
、
そ
の
条
件
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

し、
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事
件
は

7
月
日
日
午
前
6
時
却
分
、

T
病
院
か
ら
内
海
町
厚
生
課
へ
の
「

m

日
に
行
わ
れ
た
内
海
町
の
婦
人
会
と
老

人
会
の
交
流
会
で
の
昼
食
弁
当
の
摂
食

者
の
な
か
に
、
食
中
毒
症
状
の
人
が
い

る
」
と
の
連
絡
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
弁
当
を
食
べ
た
2
0
6
人
の
う

ち、

1
0
7
人
が
摂
食
後

4
1
却
時
間

(
平
均
日
・

5
時
間
)
で
発
症
し
ま
し

た
。
お
も
な
症
状
は
、
下
痢
が
%
・

3
%
、
腹
痛
初
・

4
%
、
植
吐

U
・

9
%
、
吐
き
気
印
・

5
%
、
発
熱
0
・

5
%
で
、
細
菌
検
査
の
結
果
、
患
者
の

吐
物
と
患
者
・
調
理
人
の
糞
便
か
ら
神

奈
川
現
象
陽
性
(
病
原
性
)
の
腸
炎
ピ

ブ
リ
オ
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

霊襲撃響額

患
者
の
共
通
食
品
は
、
交
流
会
の
弁

当
だ
け
で
し
た
。
こ
の
弁
当
は
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
調
理
場
で
婦
人
会
の
有

志
お
人
が
交
流
会
前
日
の
9
日
午
前
9

時
j

m
日
午
前
日
時
に
か
け
て
、

2
1

0
食
製
造
し
た
も
の
で
す
。

摂
食
調
査
の
結
果
、
ア
ナ
ゴ
の
卵
巻

き
が
原
因
食
品
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ナ
ゴ
の
卵
巻
き
は
9
日
午
後
6
時
初

分
頃
に
は
調
理
が
終
了
し
、
折
り
詰
め

を
す
る
翌
日
の
午
前
9
時
ま
で
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
入
れ
ら
れ
、
室
温

(
当
日
の
最
高
気
温
幻
℃
)
に
放
置
さ

警警麗襲撃襲撃圏豊富

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
箱
は
、
サ
バ
の

搬
入
に
使
っ
た
も
の
を
水
で
洗
浄
し

た
だ
け
の
も
の
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
汚
染
経
路
は
、
ア
ナ
ゴ

の
卵
巻
き
の
保
管
に
使
っ
た
容
器
の
洗

浄
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
腸
炎
ピ

ブ
リ
オ
に
よ
り
汚
染
さ
れ
、
室
温
で
日

時
開
放
置
さ
れ
て
い
る
聞
に
発
症
菌
量

ま
で
増
殖
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し

た
。
調
理
人
が
婦
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
っ
た
た
め
、
食
品
取
扱
い
の
基

礎
知
識
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な

原
因
で
し
た
。
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意
外
に
多
い
二
次
汚
染
に

よ
る
事
例

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒
の
発
生
要
因

と
し
て
は
、
二
次
汚
染
に
よ
る
場
合
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
事
件
例
と
し
て
、
昭
和
俗
年
7
月
の

広
島
県
沼
隈
郡
で
の
事
例
①
に
紹
介

し
ま
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
が

海
外
で
も
増
え
て
い
る

わ
が
国
で
は
寸
(
英
語
で
)

R
の
つ

か
な
い
月
の
カ
キ
は
食
べ
る
な
」
と
い

わ
れ
、
夏
場
に
カ
キ
を
食
べ
る
こ
と
は

普
通
あ
り
ま
せ
ん
が
、
米
国
で
は
夏
で

も
カ
キ
を
食
べ
る
ら
し
く
、
そ
れ
に
よ

る
食
中
毒
が
1
9
9
8
(平
成

m)
年

以
降
起
こ
っ
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

最
初
の
集
団
発
生
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
海
外
渡
航
歴
の
な
い
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
在
住
の

1
人
が
コ
レ
ラ
に
か

か
っ
た
際
の
遡
り
調
査
か
ら
で
、
培
養
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患
者
の
発
症
日
は
1
9
9
8
(
平
成

m)
年
7
月
幻
日
j
9
月
げ
日
で
、
患

者
お
人
中
沼
人
が
カ
キ
、
ハ
マ
グ
リ
ま

た
は
甲
殻
類
を
摂
食
し
た
か
、
ま
た
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
潜
伏
期
間
は

平
均
四
時
間
で
、
∞
∞
%
の
人
に
胃
腸
炎
、

日
%
に
菌
血
症
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

胃
腸
炎
の
主
症
状
は
下
痢
が
1
0

0
%
、
腹
痛
川
四
%
、
植
吐
幻
%
、
発
熱

C
%
、
血
便
m
m
%
で
し
た
。
患
者
ロ
人

か
ら
分
離
さ
れ
た
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
の
血

清
型
は

0
3
一K
6
で
し
た
。

特集電車魚介類で起こる食中毒

患
者
団
人
を
対
象
と
し
た
感
染
源
調

査
の
結
果
、
8
人
が
オ
イ
ス
タ

1
・ベ

イ
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
で
8
月
4
1
U

日
に
採
取
さ
れ
た
カ
キ
ま
た
は
ハ
マ
グ

リ
を
摂
食
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
の

オ
イ
ス
タ

1
・
ベ
イ
の
水
温
は
お
・

1
℃
で
、
1
9
9
6
(
平
成
8
)
年
の

m
・
7
℃
、
1
9
9
7
(
平
成
9
)
年

の
お
・

5
℃
と
比
べ
て
高
温
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
集
団
発
生
の
一

因
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
、
米

国
で
は
表
2
の
よ
う
に
、
腸
炎
ピ
ブ
リ

オ
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒
は
従
来
、
魚

を
生
食
し
な
い
欧
米
で
は
あ
ま
り
起
こ

ら
な
い
食
中
毒
で
し
た
。
し
か
し
、
最

近
は
欧
米
で
も
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

観
点
か
ら
、
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

(
E
P
A
)
や
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

(
D
H
A
)
を
多
く
含
む
魚
を
す
し
ゃ

刺
し
身
と
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
食
中
毒
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
中
毒
の
原
因
は
、
そ
の
取
扱
い
や

低
温
管
理
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。

検
査
の
結
果
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

3

州
で
計
お
人
の
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
患
者
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
件
の
概
要
を
事

例
②
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

1998年における米国での腸炎ピブリオ食中毒の発生状況

発生年月 発生した州 患者数 原因食品 原因施設

1998.1 グアム 47 鶏肉 食堂、弁当庖

5 フロリダ 7 エピ、ロブスター 食堂、弁当庖

テキサス 400 生ガキ その他

6 カリフォルニア 4 カキ 食堂、弁当庖

フロリダ 11 カニ 家庭

ノースカロライナ 11 エピ 食堂、弁当庖

オークランド 8 カキ 食堂、弁当庖

7 コロラド 5 生ガキ 食堂、弁当庖

ニューヨークイ也 23 水産物 その他

オレゴン 2 生ガキ 食堂、弁当庖

ワシントン 2 不明 複合

8 ワシントン 2 生ガキ 不明

米国疾病予防管理センター (CDC)の資料より

11 食と健康 2008.3
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陽
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
の

予
防
対
策

基
本
は
細
菌
を

「
っ
け
な
い
」
「
増
や
さ
な
い
」

魚
介
類
を
生
食
す
る
場
合
、
「
食
中

毒
防
止
の
3
原
則
(
っ
け
な
い
、
増
や

さ
な
い
、
殺
す
)
」
の
う
ち
、
「
殺
す
」

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
対
策
と
し
て
は
、

「
っ
け
な
い
」
と
「
増
や
さ
な
い
」
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

①
漁
獲
議

・
魚
介
類
を
活
魚
と
し
て
保
存
す
る

場
合
や
水
揚
げ
時
の
洗
浄
、
市
場

内
で
の
む
き
身
加
工
な
ど
に
は
腸

炎
ピ
ブ
リ
オ
汚
染
の
心
配
の
あ
る

漁
港
内
の
海
水
は
避
け
、
清
浄
な

水
を
使
、
つ
よ
う
に
す
る
。

②
加
工
場

・
原
料
魚
に
触
れ
た
容
器
や
器
具
類

を
、
そ
の
後
の
加
工
工
程
に
使
わ

な
い
よ
う
に
す
る
。

-
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
は
叩
℃
以
下
で
は

ほ
と
ん
ど
増
殖
で
き
な
い
の
で
、

漁
獲
後
、
加
工
、
流
通
時
を
通
じ

て
低
温
保
持
を
す
る
こ
と
は
き
わ

め
て
重
要
な
防
止
策
。

・
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
の
増
殖
最
低
温
度

に
つ
い
て
は
5
℃
と
い
う
デ
l
タ

も
あ
る
が
、

5
℃
で
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
増
殖
が
見
ら
れ
る
ま
で
に

長
時
間
を
要
し
、
低
温
菌
に
よ
る

腐
敗
の
ほ
う
が
先
行
す
る
の
で
、

-
調
理
の
順
番
(
野
菜
↓
魚
な
ど
)

を
合
理
的
に
行
い
、
ま
な
板
や
包

丁
な
ど
も
食
材
ご
と
に
洗
浄
、
殺

菌
す
る

0

・
加
工
に
は
、
飲
用
適
の
水
を
使
、
つ

な
ど
の
注
意
も
必
要
。
腸
炎
ピ
ブ

リ
オ
が
夏
期
の
魚
介
類
に
付
着
し

て
い
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
の

で
、
菌
数
を
減
ら
す
た
め
に
魚
を

真
水
で
洗
浄
す
る
こ
と
が
有
効
。

m℃
以
下
に
保
持
す
る
と
よ
い

0

.
鮮
魚
の
と
き
に
は
温
度
管
理
が
な

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
食
堂
や

宴
会
場
で
刺
し
身
や
す
し
が
盛
り

つ
け
ら
れ
た
ま
ま
夏
の
室
内
に
し

ば
ら
く
放
置
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
注
意
が
必
要
。
厚

生
労
働
省
で
は
、
冷
蔵
庫
か
ら
出

し
た
後
は
、

2
時
間
以
内
に
消
費

す
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

主主え一寸-十
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幽

特集欝魚介類で起こる食中毒

赤
身
魚
で
起
こ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
は
、
鮮
度
の

落
ち
た
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
サ
バ
な
ど

の
赤
身
魚
や
そ
の
加
工
品
を
食
べ
た

後
、
顔
面
が
紅
潮
し
、
頭
痛
、
じ
ん
ま

し
ん
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
呈
す
る
食

中
毒
で
す
。

1
9
5
0
年
代
に
国
内
各

地
で
多
発
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
年
間

鮮
魚
と
関
係
の
深
い
食
中
毒
と
し
て

は
、
も
う
一
つ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中

毒
が
重
要
で
す
。

アレルギー様食中毒の発生状況(平成16-..17年)

年発月生日 発生場所 原因食品 署豪警F 原因施設

平成16年

5.29 圏内不明 ウルメ丸干し 2 l 不明

6.22 宮城県 ブリ切身みりん漬け 不明 l 販売庖

7.31 東京都 カ日ジj辛キ漬マグけロの 85 40 事業場(給食施設)

8.4 福岡県 サパの天火焼き 67 34 保育所(給食施設)

9.4 神奈川県 カおジろキしバマタグーロしのようゆ 88 21 飲食庖

10.20 東京都 サンマのピリ辛揚げ 8 6 飲食庖

11.10 石川県 マカジキ 298 54 保育所(給食施設)

11.20 園内不明 マグロの刺し身 9 5 不明

平成17年 、

6.4 大分県 サンマの南蛮漬け 9 9 事業場(給食施設)

7.1 東京都 サパの竜田揚げ 3 3 飲食庖

7.15 静岡県 マグロ照カツり定焼食き定食 6 4 飲食庖
マグロ

7.28 園内不明 イつワくねシ揚ミンげチの 115 18 不明

8.20 国内外不明 キハダマグロの刺し身 13 8 採取場所

9. 9 東京都 イナダの干物焼き 7 7 飲食店

9. 9 島根県 聞きツパス 不明 10 製造所

9.17 東京都 マグロ鮭ハラス井 不明 9 飲食店

9.29 長野県 ブリの塩焼き 18 14 学校(寄宿舎)

10.29 千葉県 サンマハンノ〈ーグ 32 29 学校(給食施設)

表3

厚生労働省の資料より

数
件
、
患
者
1
0
0
人
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す
(
表
3
)
。

学
校
や
飲
食
庖
な
ど
で
の
集
団
食
中

毒
が
多
い
で
す
。
こ
の
食
中
毒
は
症
状

が
比
較
的
軽
く
、
か
か
っ
て
も
数
時
間

で
治
る
た
め
、
届
出
は
少
な
い
の
で
す

が
、
実
際
に
は
日
常
の
食
事
で
も
多
発

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
は
、
細
菌
に

よ
っ
て
食
品
中
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
生
成

さ
れ
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
、
一
般

的
に
は
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が

1
0
0
時
/

1

0
0
g
以
上
の
食
品
で
発
症
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
摂

取
量
が
問
題
で
あ
り
、
食
中
毒
事
例
か

ら
発
症
者
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
摂
取
量
を
計

算
し
た
例
で
は
、
大
人
1
人
当
た
り
m
j

3
2
0
叫
と
墾
口
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
身
魚
が
本
食
中
毒
の
原
因
と
な
り

や
す
い
の
は
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
前
駆
物

質
と
な
る
遊
離
ヒ
ス
チ
ジ
ン
含
量
が
自

身
魚
で
数
時

j
数
十
時

/
1
0
0
g

で
あ
る
の
に
対
し
、
赤
身
魚
で
は

7
0

0
j
1
8
0
0
叫
/
1
0
0
g
と
非

常
に
高
い
た
め
で
す
。

13 食と健康 2008.3



海
に
も
い
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌

v妥喜費留屋書

こ
れ
ま
で
、
魚
や
そ
の
加
工
品
か
ら

検
出
さ
れ
た
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
の
ほ

と
ん
ど
は
モ
ル
ガ
ン
菌
を
代
表
と
す
る

腸
内
細
菌
科
細
菌
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
魚
に
よ
っ
て
起
こ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
の
原
因
菌
は

海
に
も
い
て
、
中
温
性
と
低
温
性
の

2

種
の
好
塩
性
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
が
い

ま
す
。中

温
菌
は
、
モ
ル
ガ
ン
菌
と
同
程
度

に
強
い
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
能
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。

夏
季
の
鮮
魚
か
ら
、
多
い
と
き
に
は

3
m
j
4
m
/
2
m
、
沿
岸
海
水
か
ら
も

2
m
j
3
m
/
2
m
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
過
去
の
食
中
毒
事
例

の
な
か
に
は
本
菌
に
よ
る
も
の
も
含
ま

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
低
温
菌
の
ほ
う
は
至
適
温
度

が
却
℃
付
近
に
あ
り
、

5
℃
付
近
で
も

増
殖
可
能
で
す
。
こ
の
菌
は

5
℃
で
貯

蔵
さ
れ
た
魚
肉
中
に
多
量

(
m
u
-
-
4

4
時

/
1
0
0
g
)
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
を

翻豊富襲警鶏圏襲重

産
生
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
低
温
流
通
が
主
流
の
鮮
魚
介
類

で
は
食
品
衛
生
上
注
意
す
べ
き
細
菌
で

す
。
事
実
、
丸
干
し
イ
ワ
シ
に
よ
る
食

中
毒
事
例
か
ら
本
菌
が
分
離
さ
れ
て
い

ま
す
。

2008.3食と健康 14 

原
料
の
保
管
不
備
で

ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
蓄
積

日
年
日
月
に
石
川
県
松
任
市
で
発
生

し
た
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
時
年
日
月
9
日
午
後
1
時
頃

に、

A
、
B
保
育
所
で
ア
レ
ル
ギ
ー
様

症
状
の
園
児
・
職
員
が
多
数
見
ら
れ
ま

し
た
。
お
も
な
症
状
は
顔
面
紅
潮

(
別
%
)
、
発
疹
(
お
%
)
、
発
熱

(
沼
%
)
で
、
患
者
は
い
ず
れ
も
保
育

所
で
調
理
さ
れ
た
給
食
を
摂
食
し
て
お

り
、
摂
食
者
2
9
8
人
中
日
人
が
発
症

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
育
士
が
試
食
の
際
に
魚

の
異
味
を
感
じ
、
サ
ワ
ラ
(
マ
カ
ジ
キ
)

の
甘
酢
あ
ん
か
け
の
提
供
を
中
止
し
た

両
保
育
所
の
ほ
か
の
組
で
は
、
患
者
は

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

保
管
さ
れ
て
い
た
甘
酢
あ
ん
か
け
と

原
料
の
マ
カ
ジ
キ
か
ら
は
、
4
j
7

M
/
g
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
原
料
を
納
入
し
た
鮮
魚
庖
は
同

じ
で
、

3
目
前
に
卸
売
業
者
か
ら
仕
入

れ
た
冷
凍
マ
カ
ジ
キ
を
そ
の
ま
ま
、
当

日
ま
で
自
庖
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
庖
で
は
冷
蔵
庫
の
温
度

計
が
故
障
し
て
お
り
、
庫
内
温
度
の
確

認
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

卸
売
業
者
か
ら
ほ
か
の
辺
庖
舗
へ
も

計

1
8
8
見
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
販
売
庖
か
ら
は
苦
情
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
原
因
は
鮮

魚
庖
で
の
保
管
状
態
の
不
備
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
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魚
食
志
向
か
呂
海
外
で
も
増
加

海
外
で
も
以
前
か
ら
シ
イ
ラ
や
ツ
ナ

か
ん
詰
な
ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
様
食

中
毒
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
欧
米
で
の
魚
食
志
向
を
反
映
し
て
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
英
国
で
は

1
9
8
7

(
昭
和
白
)
j
1
9
9
6
(
平
成

8
)

年
の

m年
間
に
ツ
ナ
や
サ
パ
な
ど
に
よ

る
食
中
毒
が
少
な
く
と
も
4
0
5件
発

生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
米
国
で
は
、

1
9
8
3
(
昭
和

部

)
j
1
9
9
2
(平
成
4
)
年
に
お

け
る
水
産
物
に
由
来
す
る
健
康
危
害
の

貯
%
が
ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
に
よ
る

特集鑓魚介類で起こる食中毒

も
の
で
し
た
。

別
の
統
計
で
も
、
米
国
の
ア
レ
ル
ギ
ー

様
食
中
毒
の
報
告
患
者
数
は
年
間
約
8

0
0
人
、
推
定
患
者
数
は
約
8
0
0
0

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
の

予
防
対
策

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
は
原
因
物
質

が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ

が
国
で
は
化
学
性
食
中
毒
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
原
料
魚
の

貯
蔵
中
や
そ
の
加
工
・
調
理
中
、
最
終

製
品
の
貯
蔵
・
流
通
中
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン

生
成
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
ま
す
の
で
、
防
止
対
策
の
面
か

ら
は
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
で
あ
る
こ

と
を
正
し
く
理
解
し
て
対
応
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

億
温
管
理
で
増
殖
を
防
、
く

鮮
魚
に
は
、
も
と
も
と
海
洋
性
の
ヒ

ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
が
付
着
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
室
温
で
の
放

置
を
避
け
、
低
温
管
理
な
ど
の
手
段
に

よ
っ
て
そ
の
増
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
が

も
っ
と
も
効
果
的
な
予
防
対
策
と
な
り

ま
す
9
0

た
だ
し
、
鮮
魚
を

5
℃
に
貯
蔵

し
て
も
、
低
温
性
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌

が
増
殖
し
て

5
日
以
内
に

1
0
0
時

/

/

1
0
0
g
に
達
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
生
成
さ
れ
た
ヒ
ス

タ
ミ
ン
は
調
理
加
熱
程
度
の
温
度
で
は

分
解
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
加
工
に
使
、
っ

場
合
で
も
生
食
の
場
合
と
同
等
の
鮮
度

管
理
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
水
産
物
で
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
や
本
来
魚
介
類
と
は
無
縁

の
サ
ル
モ
ネ
ラ
や
病
原
大
腸
菌
な
ど
に

よ
る
食
中
毒
も
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
万
全
の
衛
生
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
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